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造船、海運関連業を中心に国内外を含め40ものグループ企業を抱え、 

多彩な分野へ貢献する常石造船株式会社。グループ企業の生産性向上と 

効率アップを達成するため、IPフォンを導入。これから実現する次世代の 

コミュニケーションネットワークを分かりやすく提示するモデルケースとして 

新設になった保育所でワイヤレスIP電話の運用を開始した。 

＞通信費削減のために、ネットワーク基盤を再構築したい。 

＞ユーザー満足度を向上させるサービスを追求したい。 

＞さらなる業務効率向上とコスト削減を両立したい。 

＞目に見える指針としてのIT保育園を実現したい。 

 

Needs

ユニアデックス 事 例 

ONE Stop Service Solution

常石造船株式会社 

 「保育所をパイロットケースにIP基盤を新構築」 

ワイヤレスIP電話ソリューション　 

市場の変化をはじめとする外部環境からの要請や、徹底的なコスト削減を必要とする 

内部環境に対応するために、IP電話環境の導入によるグループ内通信基盤の再構築へ。 

そのモデルケースとして「IT保育園」の運用を開始した。 

 

Client  Prof ile

情報システム部　専門課長 
 
村上 敦史 氏  

常石造船株式会社 

＞設　　　立  1942年（昭和17）4月30日  

＞代表取締役   神原　勝成  

＞事 業 内 容   船舶の製造、修繕  

＞本　   社　〒720-0393  

    広島県福山市沼隈町常石1083番地 

＞電　　 話   084－987－1111(代) 

＞F A X 084－987－0336(代) 

＞U  R   L  http://www.tsuneishi.co.jp/ 

 

 

A4/表 H297mm×W210mm



A4/裏 H297mm×W210mm

Solution

ONE Stop Service Solution

（＊）AiriP(アイリップ)は、モビリティー端末を使ったユニアデックス　ワイヤレスソリューションの総称です。�
     「Air」を地球上のすべての空間と捉え、そこに存在するネットワークがIP技術で結びつき�
     情報が縦横無尽に行き交うことをイメージしています。�
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システム全体の雛形として万全の�
セキュリティを誇る�
「IT保育園」を敷地内に新設。�
�

コスト削減と円滑な相互連絡を�
ワイヤレスIP電話が両立。�

広大な敷地と造船業務の特殊性が、�
コミュニケーションの非効率化と
コスト増加を招いていた。�
�
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創業より100年以上に渡って成長し続け、

いまや造船分野／海運関連／レジャー

関連ほか国内外40社もの企業体によっ

て構成される常石造船グループ。文字通

りその中心となる常石造船の現場は広

大な敷地内に点在するうえ、建造中の

船はビルにも匹敵する巨大さゆえに作

業従事者間の連絡が滞って非効率に陥

るケースが少なくなかった。その通信環

境は、PBXによる固定電話とトランシー

バーが担っていたが、直接現場から資材

の調達など他社への連絡も頻繁に行わ

れるため、既存システムではこうしたコミュ

ニケーションをカバーしきれず、各作業

員の携帯電話を用いらざるをえないと

いう状態となっていた。そのコストは、

80～90万円／月にも達し、さらに既存

のPBXでは、人事異動やオフィスレイア

ウト変更においても年間約350万円

もの費用が必要となっており、通信関連

コストの削減と社内コミュニケーション

の円滑化が急務の課題となっていたの

である。�
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こうした背景をもち、PBX更改時期を

迎えていた同社は、2004年9月より

「Cisco Ca l lManager  4 .0」を用

いたIP電話システムを導入。将来的に

全てのPBXを撤廃し音声トラフィック

をLANに統合するという再構築に踏み

出したのであった。その第一段階として、

シスコ社製の固定 I P 電話 7 9 1 2／

79 4 0を各部署に設置して I P 電話

の基盤整備を促進。さらに次段階と

して、懸案の「作業現場での円滑で

低コストのコミュニケーション」を目

指し、携帯電話と無線LANを用いた�
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ワイヤレスネットワークを実現した。�

これによってワイヤレス環境での内線通

話が可能となり、作業現場からもシーム

レスな外線通話が可能となった。同社の

ユニークなところは、このシステムの構築・

運用にあたり、保育所をパイロットケース

としたことである。�
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地域への貢献をめざし設立された保

育園「すくすくハウス」。2005年7

月の移転をきっかけに、20台のワイ

ヤレスIP電話FOMA
®
N900 iLを導

入。全職員が1台ずつ端末を携行し、

広い館内を絶えず移動する環境は、

まさに常石造船が目指すワイヤレス

IPネットワークのシステムそのもの。

運用へのテストケースとしての実運用

を狙ったものであった。保育園自身

においては、「昨今の子供を取り巻

く暗いニュースに対する同社の回答

となり、万全のセキュリティで親御

さんも安心できる保育環境の提供

のための基盤となった」と、村上氏

は言う。ワイヤレスコミュニケーショ

ン環境はもちろん、敷地内外に計

36台設置されたWebカメラに死角

は無く、児童の親は自宅のPCや携

帯電話からアクセスすることで、い

つでも我が子の様子を確認できるよ

うになる。映像は連続して3日間の

録画を行い、不測の事態にも対応可

能となっている。また入館の際に必

要な ICカードは、将来的には保護者

にも配布される予定で、地域電子マネー

の適用も検討されているという。そし

て、村上氏は「IT保育所と呼ぶ に相

応しいコミュニケーション基盤の全

ての成果が、常石造船の I P ネット

ワークにフィードバックされる」と続

けて語る。�
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IT保育園に用いたワイヤレスネットワーク

の成果により、同社ではいよいよ本格的

な現場への端末配備をはじめとするネッ

トワークの運用を開始する。現在の計画

では固定IP電話800台／ワイヤレスIP

電話FOMA
®
 N900iL 200台の計

1000台を2006年3月までに導入する

予定。再構築の端緒についた現状でも、

他部署間における相互コミュニケーショ

ンの増加、人事異動などに付随する情報

インフラ変更の最小限化など、当初設定し

ていた成果の一部を実現。IP電話導入の

恩恵は顕れているのである。これらのシ

ステム構築に寄与するシスコ製品への評

価も高く「運用・メンテナンスに要する人

員は他社による同程度のシステムに比較

しておよそ1/2」と村上氏は語る。まさに

同社が意図する「メリハリネットワーク（時

代にマッチし企業にフィット／価格的バラ

ンスが取れ無駄がない／ユーザーが満足

し納得ゆく／グループ全体で価値を共有

できる、ネットワーク）」の基盤固めを、ユ

ニアデックスが独自に企画したネクストジェ

ン社製SIPサーバーとアルバネットワー

クス社製無線LAN装置さらにNTTドコモ

のFOMA
®
 N900iLの組み合わせによ

るワイヤレスIP電話ソリューションが後押

しする。�
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運用／保守工数、1／2へ。�
グループ全体に波及する、�
ワイヤレスIPメリハリネットワーク。�
�

ユニアデックス株式会社�

本社　東京都江東区豊洲1-1-1  〒135-8560�

電話　03-5546-4977

※記載の会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。�

http://www.uniadex.co.jp/

010901388-1 ZD0510（500）�


